
編集後記：今年の冬は日本海側を中心に12月から記録
的な大雪に見舞われ大きな被害が出ています．10数年
前まで北海道で降雪の研究に携わっていた一人とし
て，自分の仕事が豪雪災害の軽減に少しでも役立って
いるのかと考えると，ほとんど自信がありません．気
象学の発展の歴史が「明日の天気はなあに」という素
朴な疑問からはじまったと考えると，やはり気象学は
自然科学の中でも応用科学という側面が強く，実用的
な成果を問われる学問だと思います．30分毎のひまわ
り雲画像をはじめ，アメダスや地上レーダーネット
ワークなどの優れた観測装置が当たり前になり，複数
の極軌道衛星による３時間毎の全球降水観測(GPM
計画)や，数kmの水平分解能での全球非静力学モデル
(地球シミュレータ)といった夢が実現化されつつある
現在，我々の求めているものは何か，それによる実用
的な成果は何であるのかを，様々な視点から考えてみ
ることも重要だと思います．10～30年後には，季節予
報も信頼できるようになり，集中豪雨や豪雪も正確な
降水量がピンポイントで予報されるようになっている
のでしょうか．

大雪の話から急に南の島の話に飛びますが，道産子
の私は，昨年４月から沖縄本島に住んでいます．真夏
でも沖縄では涼しい海風が吹くので東京より過ごしや
すく，暑ければ数あるビーチが選び放題，シュノーケ
ルをつければそこは熱帯魚の水族館です．昨年は沖縄
本島は台風の直撃も受けず，９月末まで泳げました．
10月中旬にはミーニシ(新北風)が吹いて夏も終わりを
告げましたが，トゥンジービーサ(冬至の寒さ)も何の
その，山間部で最低気温が10℃を切って霰が降っても，
寒い寒いというウチナンチュ(沖縄人)を尻目に沖縄１
年目のナイチャー(内地人)には上着不要です．１月中
旬には八重岳の桜祭りがはじまり日本一早い花見が楽
しめます．本当のことを言うと，実際の沖縄の冬はど
んよりした曇りの日が多く，風の強い日は結構寒く感
じますし，１月に開花する桜は緋寒桜(ヒカンザクラ)
と言って寒くなると咲く桜だそうです．
南の島ならではの季節を感じながら，気象学の将来

を夢見るとともに，皆様からの投稿に支えられている
「天気」の記事が今後の気象学の発展に寄与することを
願っています． (佐藤晋介)
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